





A Study on Qualities of Business Leaders: Social Relations and 














Prior researches have addressed many qualities as desirable goals that businesspeople should aspire 
to. Do good business leaders then have al of the田 qualitiesin equal strength? Or are there some kinds 
of tendencies? 
This paper asks student subjects how far they think they have those qualities deemed desirable for 
front-line business leaders， and uses the data for factor analysis. The results indicate that there are no 
subjects who show a strong tendency to select al items. However， there is a tendency for some 




consider others" and“keep in line with the social moral code." In contrast. other subjects select items 
indicating personal satisfaction. such as可heatmosphere of the workplace" and “the ability to work 
well together with others." 
It is important to distinguish between social relations and personal satisfaction when considering the 
motivation of businesspeople. Therefore， the difference between the role of leadership and 
management becomes clear 
キーワード:倫理的行動、学生の意識、アンケート調査





























































































るかを、 6 (そう思う)から 1(そう思わない)までの6段階で回答してもらう。プラスイメージの
理念に関する質問では、そのままのポイントを計算に用いる。マイナスイメージの理念に関する質問





































1)道徳的な話に納得 .830" .235 
2)他人に阻慮、 .617 .241 
3)環境に配慮 .609 ".025 
4)社会貢献に憧れる .504 .091 
5) ミスを直したい .465 .099 
6)困っている人に声掛 .464 ".310 
7)利益より大切なこと .434 .079 
8)共同作業に不安 .103 .737 
9)ごみの分別は面倒 .365 .647 
10)居心地が悪い ".398 .493 
因子寄与率 2.631 26.305 

























検定を行ったところ、有意な人数比率の偏りが見られた (X 2 = 42 . 128 ，df = 3 ，pく.001)。
次に、得られた4つのクラスタを独立変数、「社会的関係」と「個人的満足感」を従属変数とした分
散分析を行った(付録百)。その結果、「社会的関係」と「個人的満足感」ともに有意な群間差が見ら




























































ビジネスパーソンのモチベーションには2種類あると考えられている (Sims.George. McLean. & 
















すべきなのである (Sims.George. McLean. & Mayer. 2007)。ピジネスパーソンは、自身の仕事がすば
らしいと思えるとき、一生懸命になれる可能性が高くなるといわれている (Amabile.& Khaire. 2008)。
もしもこのような欲求が満たされない場合には、「自分の人生には何か欠けている」と感じるようにな
り、自分が本当になりたい人聞になれていないと感じ、漠然とした不満を感じるようになると考えら
れている (Sims.George. McLean. & Mayer. 2007)。そこで、リーダーシップの基本となる理念は、リー
ダー自身の人間性を表すような信念であるべきであり、それは例えば「周囲への思いやり」などであ
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1 3.187 31.874 
2 1.933 19.331 
3 1.128 11.280 
4 .937 9.374 
5 .829 8.290 
6 .593 5.926 
7 .437 4.368 
8 .427 4.274 
9 .316 3.158 















累積% 合計 分散の% 累積%
31.874 2.631 26.305 26.305 





























1)道徳的な話に納得 .850 .144 
2)環境に配慮 .603 ー.090
3)他人に田慮の余裕なし ".587 .306 
4)社会貢献に憧れる .511 .036 
5)ミスを直したい .473 .048 
6)利益より大切なこと .440 .031 
7)困っている人に声掛け .428 ー.358
8)共同作業に不安 .182 .722 
9)ごみの分別は面倒 .433 .604 

















社会的関係Pearsonの相関係数 1 .040 
有意確率(両側) .811 
N 39 39 
個人的満足感Pearsonの相関係数 .040 1 
有意確感(両側) .811 
N 39 39 
付録V リーダーシップにおける差異
観測度数N 期待度数N 残基
1 27 9.8 17.3 
2 6 9.8 -3.8 
3 5 9.8 -4.8 
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1 2 3 4 合計
度数 27 6 5 1 39 
平均値 .4247584 一.8211489 一.5262145 3.9105117 .0000000 
標準偏差 .40311542 .65852524 .26888573 .92161449 
標準誤差 .07757960 .26884180 .12024936 .14757643 
平均の 下限 .2652913 -1.5122288 -.8600802 一.2987529
95略イ言 上限 .5812256 -.1300691 .1923487 2987529 
頼区間
最小値 一.27612 -1.93995 .84044 -3.91051 -3.91051 
最大値 1.08558 .20203 一.09675 -3.91051 1.08558 
何人的満足感
1 2 3 4 合計
度数 27 6 5 1 39 
平均値 .0389558 1.1007401 -1.3517350 .8975730 .0000000 
標準偏熟 .6097235 .32526205 .50595533 .86558609 
標準誤差 .11734134 .13278767 .22627010 .13860470 
平均の 下限 一.2022427 .7593985 1. 9799615 一.2805906
95%信 上限 .2801544 1.4420817 .7235085 .2805906 
頼区閑
最小値 1.11725 .82199 -2.03131 .89757 2.0313 




平方和 自由度 平均平方 F1i直 有志確率
社会的関係
グループ間 25. 594 3 8. 531 44.683 .000 
グ、/レーフo内 6.683 35 .191 
合計 32.276 38 
個人的満足感
グループ間 17.252 3 5. 751 17.941 .000 
グルー プ。内 11. 219 35 .321 














例 (そう思う 65432 と1がうあ思ZわL命い)
1)道徳的な話を聞いて、「そうだよねえ」と納得するこ
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう思わない)
2)今、この部屋!こいるのは、なんとなく居心、地が悪い。
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう恩わない)
3)環境を守るために、自分も何かしたいと思う。
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう恩わない)
4)困っている人がいたら「どしたの?Jと声をかけたいと思う。
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう恩わない〕
5)他人のζとを考える余裕1まあまり持てなくてもいいと思う。
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう恩わない)
6) 自分の仕事のミスを注意されたら、直さなくてはと忠弘
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう恩わない)
7)ごみの分別を細かく指示されると、少し商倒だなと感じる。
(そう思う 6 5 4 3 2 1 そう恩わない)
8) r仕事を通しての社会貢献JIこは‘なんとなく憧れる。
(そう恩う 6 5 4 3 2 1 そう思わない)
9)この部屋にいる他の人たちと組んで仕事をするとしたら、人間関係がよ手くいくか不安がある。
(そう恩う 6 5 4 3 2 1 そう思わない)
10)仕事をするよでは、利益を上げることよりも大切なことがあると思う。






学年 ( 1年生 2年生 3年生 4年生 ) 
ご協力をありがとうございました。
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